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1　 目　 的

　 DNA を植 物や 動物組 織か ら抽 出す る 実験

方法は諸論文 に 詳 し い
。

し か し、抽 出 した もの

が DNA の 性質を有 し て い る こ とや 、 純度 を確

認す る実験方法に つ い て は報告が少な く 、 教科

書で もほ とん ど触れ られて い ない
。 本研 究で

は 、DNA を抽 出す る材料や方法 ・条件に よる

純度の 違い を、教育現場で の 実施を念頭に、D
NA の 特異的検 出方法 を中心 に して タ ン パ ク

質や多糖の 検出方法 と組み合 わ せ て 検討 し、D
NA の 性 質 を生 徒が 実感 で きる実験 の 工 夫 を

行 っ た の で 報 告す る。
2 　 方　法

（1 ）材料 ： ブ ロ ッ コ リ
ー

、鶏 レ バ ー
、鮭 シ ラ

コ は市販品 を用 い た 。 標準 タ ン パ ク質は ウシ 血

清ア ル ブ ミ ン を 、多糖は、植 物デ ン プ ン とし て

糊 デ ン プ ン を、動 物デ ン プ ン と して グ リコ ーゲ

ン を用 い た。高純 度精製 DNA （SalmQn　 sperm

DNA，　 Stratagene 社）は 分子 生物学 用 を用 い た。

塩基性色素メチ レ ン ブ ル
ー、酸性 色素エ オ シ ン

Y は細胞 染色用 を用 い た。塩 基 性 カ ラ ム は分子

生物 学用 と して プ ラ ス ミ ド精製に使 われ て い

る Plasmid　Mini　 KitD の もの を用 い た。

（2 ）実験方法 ： タ ン パ ク質の 検出で は Lowry

法を、多糖 の 検出で は ヨ ウ素デ ン プ ン反応 を、

DNA の 検出で は Mupid−Blue、臭化エ チ ジ ウ

ム
Z ｝

、フ ォ イ ル ゲ ン反応 な どを用い た。 DN

A の 純度は 紫外 部 吸 光度 の 比 （260／280nm）で 確

認 した 。 臭化エ チ ジ ウム で DNA を検出す る際

に ラ ッ プ の 上 に滴下 して反応 させ た以外 は い

つれ も、試料 を ADVANTEC　No，1 ろ紙の 小 片に し

み 込 ませ て 乾燥後に 反応 させ た。

3 　結　果

　 タ ン パ ク質の 検出限 界 O．　Ol〜 0，25mg／ml 付

近 、 多糖の 検出 限界 は 、糊 デ ン プ ン で 0．Ol〜

0．25mg／ml 付 近 、 グ リ コ ー ゲ ン が 0．25 〜

O。50mg／ml 付
』
近 で、い ずれの 抽出法 ・条件で も

タ ン パ ク質や 多糖 を検 出で きなか っ た。 し か

し、紫外部吸光度の 比 （260 ／280nm＞を比 べ る と、

純粋 な DNA に比 べ て 材料や抽出方法 ・条件に

よ っ て 5〜25％ ほ ど の 差が生 じ た。

　 フ ォ イ ル ゲ ン 反 応 で は DNA で 反 応が 確 認

され た が、タ ン パ ク質や多糖で は確認 されなか

っ た 。 デ ン プ ン に 臭化エ チ ジ ウ ム を加 える と、
DNA 同様に紫外線照射で蛍光を発 した。タ ン

パ ク質で はその よ うなこ とは無か っ た。

　メチ レ ン ブ ル ー
は塩基性カ ラ ム に吸着せず、

素通 りした。
一

方、エ オ シ ン Y は カ ラ ム に 吸着

し、水で 洗 っ て も溶出 しなか っ た 。 しか し塩 基

性 緩衝 液 で 溶 出する こ と が で き た
。
DNA もカ

ラ ム に結合 し、塩基性 緩衝液で 溶出 され た ，

4　 考　察

　 DNA の 純度は 、プ ロ ソ コ リ
ー

か らで は紫外

部吸光度の 比 が最も低 く、検出で きない セ ル ロ

ース や リグニ ン な どの 混在 が考え られ た。純度

が最 も高くな るの は鮭 シ ラ コ で あ っ た。フ ォ イ

ル ゲ ン 反 応は 高等学校 で も実施 可能な DNA
の 特異的検出法 として利 用 で きる と考 え られ

た。デ ン プ ン が臭化 エ チ ジ ウ ム で 蛍光を 発 した

の は、DNA と同様 、らせ ん 構造を して い る か

らと考えられ、こ れ を利用 して DNA の ら せ ん

構造を実感で きる と考え られ た。また、酸性色

素 エ オ シ ン Y と同様 な挙 動 を DNA が塩基性

カ ラ ム で 示 し た こ とか ら DNA が酸性 を示す

物質で あるこ とを実感で き る と考え られた．
5　 ま とめ

　植物や動物組織 か ら抽出 した DNA の 純度

をタ ン パ ク質 、 多糖 の 混在 とフ ォ イ ル ゲ ン 反応

や 紫外 部吸 光度の 比 （260／280nm）か ら確認 し た

と こ ろ、鮭 シ ラ コ か ら最 も純度が 高 い DNA が

抽出 され た。らせん 構造 を持 つ デ ン プ ン も臭化

エ チ ジ ウム 処 理 で 蛍光を発 する こ と と関連 さ

せ て DNA の らせ ん 構造を 、また 塩基性 カ ラ ム

で酸性色素 と同 じ挙 動 をす る こ とで DNA も

酸性物質である こ とを示 す こ と が で きた 。
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